
共同体を維持するに当
たり、仏教集落から離
れた海に近い谷間への
開拓移住によって形成
された集落の代表例。

しかし、
もあり、

のつけ方を考慮して移住先を選択した。これらの集落の多くは、奈留島の江上集落（江上
天主堂とその周辺）に代表されるような、仏教集落から隔絶した海の近くの谷間に形成さ
れた。このように潜伏キリシタンは、信仰を実践するために拝んだ独自の対象や共同体を
維持するための移住先の選地により、2世紀にわたって信仰を続けていった。

。これらの教会堂は、カトリックの信
仰活動が復活したことをあらわすだけでなく、「潜伏」が終わりを迎えたことを象徴的にあ
らわしている。

伏キリシタン」と呼ぶ。そして、彼らの「信仰を実践するために独自の対象を拝むと
いう試み」と、「共同体を維持するために移住先を選ぶという試み」を併せて「潜伏
キリシタンの伝統」と呼ぶ。


